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た有意領域と，暗部の非有意領域とに分けることができる。

診察の目的によっては，同図(｡)のように有意領域力縦に細い

領域となることがある．

２２平面画9Fとしての特日k解析:空間周波■h特性

眼科画像の最も基礎的な特性を調べることを目的として，

取り込んだ静止画像をもとに，眼科画像の平面画像としての

特徴解析を行った．

空間周波数特性として，パワースペクトルを求め，有意な

情報を持つ帯域に関して検討した．２次元の空間周波数特性

として，画像の輝度成分に対して２次元の離散フーリエ変換

（2D-DFT）を行い，そのパワースペクトルを求めた．

1.はじめに

眼科領域では,micro-surgeryに代表されるように極めて高

い技術力が必要とされるため，専門医が不足しているのが現

状である．このような中で，テレビ会識システムを利用し，

遠隔地から医療拠点へ医療画像を伝送することで診断支援を

行う遠隔医療が試みられている．また，実体顕微鏡下におけ

るmicro-surgeryの動画像を伝送し，遠隔手術支援を試みた

例もあるが，実用化に向け，さらなる高精細化，より臨場感

の高い立体視化への要求も高い．このような現状を背景とし

て，本研究では眼科領域における遠隔診断支援・手術支援可

能な立体動画像伝送システムの開発を行っている．

眼科遠隔医療における立体動画像伝送システムの開発のた

めの基礎的検討として，眼科画像の締止画像および立体画像

としての特徴に関して$錆|したので報告する．

２方淺

２１対江とする眼科画像

本研究では，眼科医師が手術や診断で用いる眼科用の実体

顕微鏡によって，立体像として観察される眼球像を眼科画像

として扱う．Ｆｉｇ．1（a)は手術中に見られる画像で，眼球表

面とその周囲の領域を撮影したものである．画像全面に照明

が当たっており，全ての手術において見られる画像である．

Fig.１（b)は手術中に見られる画像で，眼内を撮影したもの

である．この画像は，眼内に挿入したライトカイドにより眼

内を照明しており，照明光が当たった有意領域と，暗部の非

有恵領域とに分けることができる．Ｆｉｇ．１（c)は，細隙灯顕

微鏡による診察画像を撮影したものであり，照明光が当たつ
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2.3両眼視劃二もとづく持田h解析

眼科画像の立体画像としての特性を定量的に検討するため

－２２９－ 


	cover
	2009年10月05日17時02分16秒

